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活動テーマ 
熊野灘海域における定置網未利用漁獲物の有効活用 

－未利用魚類を利用した地域特産品の開発－ 

実施期間 平成２３年 ７月１１日 ～ 平成２２年 ３月 ９日 

活動内容  近年，日本沿岸域の漁業資源の減少は著しく，漁家経営は困窮の一途

をたどっている．その中で三重県の定置網漁業は，年間 5 千トン台と比

較的高い水準を維持してきた．県内 18の定置網漁場のうち，事業対象地

域の熊野市は 3 漁場のみであるが，県内の定置網総漁獲量の約 30%を生

産している．しかしながら，低価格のカタクチイワシ等の多獲性魚類，

ハリセンボンやネンブツダイ等の全く利用されない雑魚が大量に入網す

るため，漁獲効率は低く経営を圧迫しているのが現状である．熊野市で

は市長を筆頭にして水産・商工振興課が，これら未利用魚類の有効利用

を模索しており，三重大学に対してその協力・支援要請がなされた．本

活動では熊野市と協力して，定置網漁獲物の多獲性魚類を利用した地域

特産品の企画・開発を試みるとともに，活動の一部を学内活動実施者が

担当する「食品デザイン学実習」に取り入れ，地域の問題を通して「自

らの力で問題解決ができる知識・能力を高める」教育に活用した． 

 平成 23年 7月に，各漁港の定置網漁獲物水揚げの実情を視察すると共

に、学内活動実施者および熊野市・共同実施者の間で，熊野市定置網漁

業の現状とその対策，熊野市の既存の特産品について理解・把握するた

めの協議を行った．その結果，本活動で利用する多獲性魚類をハリセン

ボンとネンブツダイに絞り込み，地域特産品の企画・開発に必要な漁獲

物の確保を熊野漁業協同組合に依頼した． 

ハリセンボンについては，体長約 10 cm，体重 60 g前後と小型ではあ

るが，皮比率が 4割，骨を含む可食部比率が 4～5割あることが判明し，

可食部に加えて皮部の有効活用法の探索が今後の課題となった． 

 ネンブツダイについては，季節別魚体成分分析の結果，冬季に脂質含

量が高くなるが，夏季には極めて低下することが明らかとなった．また，

「食品デザイン学実習」において受講学生と担当教員を 6 班に分け，ネ

ンブツダイを利用した地域特産品の企画案を作成した．各班の企画案を

基に，平成 23年 12月～平成 24年 1月に実施された実習にて地域特産品

の試作（缶詰製造）を行った．実習最終日に本活動に関わった全メンバ

ーで各班の最終製品の試食会ならびに品評会を行ったところ，いずれの

企画製品も高評価で，地域特産品への展開に繋がることが期待された． 

 未利用多獲魚を活用した地域特産品産業の創出とそれによる地域活性

化，消費の促進化については，次年度以降の活動に繋げることとした． 

 


